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抄録 
 本研究では機関リポジトリでよく利用されるコンテンツの特徴を明らかにすることを目的に、北海道大
学の「メディアコンテンツとツーリズム研究」関連文献を中心に北海道大学、京都大学、筑波大学の高頻
度利用文献のアクセスログを分析した。結果から、高頻度利用文献はサーチエンジンから恒常的にアクセ
スを集めるものとマスメディアに取り上げられ一時的に多くのアクセスを得るものに大別できた。また、
それら以外にブログやweb掲示板が大きく影響する場合もあることを示した。 
 
１．はじめに 
機関リポジトリの設置とコンテンツの整備が進
むにつれ、収録コンテンツの利用状況に注目が集
まってきている。先行研究で佐藤らは 4つの機関
リポジトリ収録コンテンツを対象に、アクセス元、
アクセス方法、コンテンツ属性とアクセス数の関
係を分析し、書かれた言語によってアクセス方法
やアクセス元に違いがあること、特に英語コンテ
ンツへの主なアクセス方法はサーチエンジンであ
り、サーチエンジンから本文を検索できるか否か
（テキスト化の有無）がアクセス数に大きく影響
すること等を明らかにしている 1)。 
本稿では北海道大学学術成果コレクション
（HUSCAP）で多くの利用を集める「メディアコ
ンテンツとツーリズム研究」関連文献群を中心に、
北海道大学、京都大学、筑波大学のリポジトリに
おける高頻度利用文献の利用状況を分析した。高
頻度利用文献に限定したのは1件ずつのアクセス
数が多くコンテンツごとの詳細な分析に適してい
るためと、他メディアに取り上げられた文献が多
く含まれると考えられるためである。分析結果か
ら、機関リポジトリでよく利用されるコンテンツ
の特徴、特に他メディアでの取り上げられ方の影
響について明らかにすることが本研究の目的であ
る。 
 
２．対象・方法 
２．１ 対象 
２．１．１ 「メディアコンテンツとツーリズム研究」関
連文献群 
 「メディアコンテンツとツーリズム研究」とは
北海道大学観光学高等研究センター文化資源マネ
ジメント研究チームを中心に、「アニメ聖地巡礼」
等の若者の旅行実態を把握し、「今後の観光と地域
振興の新たな関係性のあり方を考える」ことを目
的に進められている研究であり、2009年 3月に
は観光学高等研究センターの紀要の中で「メディ
アコンテンツとツーリズム」と題した号も発行さ
れている 2)。これらの研究関連文献は北大・
HUSCAPの中でも特に利用の多いコンテンツ群
であり、2009年 9月 14日現在、年間アクセス数
1位である「アニメ聖地の成立とその展開に関す
る研究」（以下「アニメ聖地論文」）3)を中心に年
間アクセス数上位50件中10件がメディアコンテ
ンツとツーリズム研究関連文献となっている 4)。
本稿ではこのうち2009年5月までにHUSCAP
に収録されていた文献36件を分析対象とした（各
文献のタイトル、URL、分析対象期間中のアクセ
ス数については付録1参照）。 
２．１．２ その他の高頻度利用文献 
 メディアコンテンツとツーリズム研究関連文献
の利用状況と比較するために、北海道大学
（HUSCAP）、京都大学（京都大学学術情報リポ
ジトリ：KURENAI）、筑波大学（つくばリポジ
トリ：Tulips-R）の 3つの機関リポジトリの2008
年 1月～2009年 5月（つくばリポジトリは入手
可能なログの関係で2008年のみ）の高頻度利用
文献の中から、文献タイプや記述言語等を考慮し
たそれぞれ 5件ずつを抽出した（付録２参照）。 
２．２ 分析方法 
 各文献の利用状況の分析はアクセスログ分析に
より行った。アクセスログ分析においては検索ロ
ボットや同一人物による連続アクセス等のノイズ
を排除するフィルタリングが必要となるが、本研
究では佐藤義則が提案する、電子レコードの統計
標準COUNTERに基づいたフィルタリングを採
用した 5)。分析対象とするログは各文献の本文フ
ァイル（PDFファイル）へのアクセスログとし、
各文献のアクセス数の推移と参照元（どこからリ
ンクをたどってその文献を読んだか）を分析した。
また、本文を閲覧する前にリポジトリ内部の別ペ
ージ（メタデータページ等）を参照しているケー
スが多い場合にはメタデータページへのアクセス
ログも分析した。 
 
３．結果 
３．１ メディアコンテンツとツーリズム研究関連文献 
 図1はメディアコンテンツとツーリズム研究関
連文献のアクセス数の推移を示したものである。 
 
図1．メディアコンテンツとツーリズム研究関連文献の 
アクセス数の推移 
アクセス数を見ると、2009年 1月と 2009年 4
月の 2度の大きな山がある。4月のアクセス増に
ついては同時期に一括登録された紀要である
『CATS叢書』が 4月 8日に読売新聞に取り上げ
られ、同新聞のweb版である「YOMIURI ON-
LINE」からもリンクされたことが影響している
と考えられる 6)。参照元を分析したところ 4月の
アクセスの多くは山村らの研究チームが運営する
「ぶんしけん／文化資源マネジメント研究会」7)
等の外部サイトからのアクセスであり、さらにこ
れらのサイトへのアクセスの多くは「YOMIURI 
ONLINE」からのものであった。マスメディアで
この研究が取り上げられたことが、機関リポジト
リでのアクセス増に大きく影響したと考えられる。 
 一方、1月のアクセス増については事前にマス
メディアに研究が取り上げられた形跡はない。こ
の期間のアクセス増の詳細については 3.3で検討
する。 
３．２ その他の高頻度利用文献 
 メディアコンテンツとツーリズム研究以外の高
頻度利用文献群について3.1と同様にアクセス数
の推移と参照元を分析したところ、利用のパター
ンは以下の 2つの傾向に大別された。 
（１）サーチエンジン・恒常アクセス型 
付録 2の表で利用傾向「S」を付与した 10件が
該当。教材や博士論文に多い利用傾向で、Google
やYahoo!などのサーチエンジン経由で恒常的に
アクセスを得続けているためにアクセス数が多く
なるパターンである。図2はこのうち「2004年
度グラフ理論講義ノート」8)のアクセス数の推移
を示したものである。 
 
図2．「2004年度グラフ理論講義ノート」のアクセス数の推移 
 
（２）メディア露出・一過性型 
 
図3．「MANGA Kyoto University」のアクセス数の推移 
 付録 2の表で利用傾向「M」を付与した 5件が
該当。KURENAIにおける「MANGA Kyoto 
University」9)をはじめ、ヒト iPS細胞に関する
論文 10)などマスメディアで注目を集めたコンテ
ンツに多いパターンである。アクセス数は一時的
に非常に多くなり、その後は徐々に少なくなって
いく。参照元の多くはリポジトリ外部の特定の
webサイトである。図 3はこのうち「MANGA 
Kyoto University」のアクセス数の推移を示した
ものである。 
３．３ メディアコンテンツとツーリズム研究関連文献
への 2009年 1月のアクセス増の詳細分析 
 3.2で見たようにメディアコンテンツとツーリ
ズム研究関連文献以外の文献の利用は「サーチエ
ンジン・恒常アクセス型」と「メディア露出・一
過性型」に大別出来た。3.1 で見たようにメディ
アコンテンツとツーリズム研究関連文献の利用の
うち、4月のアクセス増は読売新聞に取り上げら
れた効果であることから、これは「メディア露出・
一過性型」に分類できるものであると考えられる。 
 しかしメディアコンテンツとツーリズム研究関
連文献の 1月のアクセス増（図 1）については事
前にマスメディア等に取り上げられてはいない。
また、この時期のアクセスはほとんど前述の
HUSCAPにおける2009年のアクセス数 1位で
あるアニメ聖地論文に対するものであるが、同文
献の参照元を確認したところ特定のwebサイト
やサーチエンジン経由によるものではなく、いく
つかのサイト等から分散してアクセスがあったこ
とがわかった（表1）。同文献への 2009年 1月の
アクセス増は「サーチエンジン・恒常アクセス
型」・「メディア露出・一過性型」のいずれにもあ
てはまらないパターンであると言える。 
そこでアニメ聖地論文に限定し、2009年 1月 1
日～1月 10日のアクセス数の推移と参照元、関連
する当時のweb上でのニュース等を詳細に確認
した。この間の主な出来事と参照元の変化につい
てまとめたものが表2、アクセス数の推移と合わ
せて図示したものが図4である。 
 
表1．アニメ聖地論文参照元上位10位（2009 1/1-1/10） 
参照元ルート URL アクセス数 備考 
- 1,091  参照元なし（直接アクセス） 
http://www.cats.hokudai.ac.jp 554 観光学高等研究センターwebサイト 
http://ime.nu 292 ２ちゃんねる（掲示板） 
http://d.hatena.ne.jp 223 はてなダイアリー（ブログ） 
http://alfalfa.livedoor.biz 162 アルファルファモザイク（ブログ） 
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp 108 リポジトリ内部ページ 
http://www.google.co.jp 50 Google 
http://b.hatena.ne.jp 47 はてなブックマーク（SBM） 
http://mixi.jp 46 mixi（SNS） 
http://piro.sakura.ne.jp 40 個人ブログ 
 
表2．アニメ聖地論文に関連する主な出来事と参照元の傾向 
（2009 1/1-1/10） 
日付 出来事 
2009.01.01 
鷲宮神社（当該文献で中心的に言及）の 
初詣参拝客が前年から 12万人増加。 
2009.01.04 
ブログ「アルファルファモザイク」で鷲宮神社の 
参拝客増について取り上げられる。 
コメント欄で当該文献にリンクが貼られる。 
2009.01.05 
２ちゃんねる掲示板から当該文献へのリンクが 
貼られはじめる。 
2009.01.07 
産経新聞に鷲宮神社の参拝客増を報道する 
記事が掲載される。 
2009.01.08 
２ちゃんねるから当該文献へのアクセス急増、 
ブログ等でも言及回数が増えアクセスが増加する。 
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図4．アニメ聖地論文のアクセス数の推移（2009 1/1-2009 1/10）と 
期間中の主な出来事 
分析結果から、アニメ聖地論文のアクセス増は、
（１）関連する話題がニュース等に取り上げられ
る（文献への言及はなし）、（２）web上の掲示板
やブログで当該ニュースが取り上げられる（この
時点で文献へのリンクが初めて現れる）、（３）文
献の存在が徐々に知られていく、（４）web上で
関連ニュースが再度大きな話題になる（文献への
言及はなし）、（５）ニュースが掲示板・ブログ等
で取り上げられる際にこれまでに文献の存在を知
っていたものがリンクを貼る、（６）アクセス数が
急増する、と言った経緯によるものであることが
わかった。 
 
４．まとめ 
 北大・HUSCAP収録のメディアコンテンツと
ツーリズム研究関連文献を中心に高頻度利用文献
群の利用状況を分析した結果、機関リポジトリに
おいて多くのアクセスを集めている文献はサーチ
エンジンの検索結果から恒常的にアクセスされ続
けているものと、マスメディア等に露出し一時的
に多くのアクセスを集めたものに大別された。機
関リポジトリにおける文献利用ではサーチエンジ
ンやマスメディア・大手web メディアからの影響
が大きく、単純にリポジトリ収録コンテンツのア
クセス増を図る上ではいわゆるサーチエンジン最
適化や話題性の高い論文の収集が効果的であると
考えられる。 
 一方で北大・HUSCAPで最もアクセスを集め
ている論文はサーチエンジンやマスメディアの直
接的な影響によるのではなく、草の根的なwebメ
ディアの盛り上がりによって多くのアクセスを得
ていたこともわかった。機関リポジトリによって
学術文献が広く公開されたことで、マスメディア
等に直接取り上げられたわけではないコンテンツ
を利用者が発見し、自らニュース等と関連付けて
いった結果のアクセス増と言うことができ、リポ
ジトリによる文献公開の意義を考える上で興味深
い例であると考えられる。今後はこれがメディア
コンテンツとツーリズム研究（中でもアニメ聖地
巡礼）という特定のテーマだから起こった特殊な
事例なのか、より一般化できる可能性があるもの
なのか検討し、範囲を広げて同様の事例が他にな
いか分析していく予定である。 
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付録1．メディアコンテンツとツーリズム研究文献一覧 
文献タイトル URL アクセス数 
アニメ聖地の成立とその展開に関する研究 : アニメ作品「らき☆すた」による埼玉県鷲宮町の旅客誘致に関する一考察 http://hdl.handle.net/2115/35084 4,026 
全1冊（38110-38118の 8編＋資料編を 1本にしたPDF） http://hdl.handle.net/2115/38119 1,258 
メディアコンテンツと次世代ツーリズム : 鷲宮町の経験から考える若者の旅の動向と可能性 http://hdl.handle.net/2115/34999 692 
アニメコンテンツとツーリズムの新たな関係性について考える ～「らき☆すた」をきっかけとした鷲宮町のまちおこしの
経験から～ http://hdl.handle.net/2115/38085 630 
アニメ聖地における巡礼者の動向把握方法の検討 : 聖地巡礼ノート分析の有効性と課題について http://hdl.handle.net/2115/34672 533 
情報化社会における自律的観光のあり方に関する研究 : アニメ聖地巡礼者の旅行行動の特質とその課題 http://hdl.handle.net/2115/36096 419 
いかにして神社は聖地となったか : 公共性と非日常性が生み出す聖地の発展 http://hdl.handle.net/2115/35367 402 
アニメーションと地域振興 http://hdl.handle.net/2115/34792 374 
アニメーション作品が観光振興に与える影響に関する研究. その 1, アニメ聖地巡礼の誕生と展開 http://hdl.handle.net/2115/34972 367 
アニメ「聖地巡礼」実践者の行動に見る伝統的巡礼と観光活動の架橋可能性 : 埼玉県鷲宮神社奉納絵馬分析を中心に http://hdl.handle.net/2115/35681 362 
こだわりの旅「ヲタクツーリズム」 http://hdl.handle.net/2115/34793 360 
アニメーション作品が観光振興に与える影響に関する研究. その 3, 埼玉県鷲宮町における「らき☆すた」聖地巡礼者の
属性と旅行形態に関する考察 http://hdl.handle.net/2115/35001 339 
アニメ聖地巡礼の生起要因についての一考察 : 認知心理学的観点から http://hdl.handle.net/2115/38113 257 
観光情報革命時代のツーリズム （その 4） : 旅行情報化世代 http://hdl.handle.net/2115/35334 221 
アニメ聖地巡礼の誕生と展開 http://hdl.handle.net/2115/38112 206 
アニメーション作品が観光振興に与える影響に関する研究. その 2, 埼玉県鷲宮町における「らき☆すた」聖地巡礼の展
開経緯と来訪者動態について http://hdl.handle.net/2115/34973 196 
観光革命と 21世紀 : アニメ聖地巡礼型まちづくりに見るツーリズムの現代的意義と可能性 http://hdl.handle.net/2115/38111 191 
アニメ「聖地巡礼」実践者の行動に見る伝統的巡礼と観光活動の架橋可能性 : 埼玉県鷲宮神社奉納絵馬分析を中心に http://hdl.handle.net/2115/38115 168 
観光客と地域住民の社会的相互作用に関する研究 : 交換理論の適用可能性の検討 http://hdl.handle.net/2115/34709 158 
世界遺産と観光をめぐる近年の諸問題 http://hdl.handle.net/2115/35155 123 
観光情報革命時代のツーリズム（その 2） : 観光情報革命論（破） http://hdl.handle.net/2115/35065 115 
アニメ聖地巡礼の生起要因についての一考察 : 認知心理学的観点から http://hdl.handle.net/2115/38113 111 
いかにして神社は聖地となったか : 公共性と非日常性が生み出す聖地の発展 http://hdl.handle.net/2115/38114 101 
おわりに : 21世紀のツーリズム研究に向けて http://hdl.handle.net/2115/38117 93 
観光情報革命時代のツーリズム（その 1） : 観光情報革命論（序） http://hdl.handle.net/2115/35005 91 
マンガ「こちら葛飾区亀有公園前派出所」に描かれる旅行動向に関する考察(その 1) : 研究手法確立に向けた予備調査 http://hdl.handle.net/2115/35145 91 
フィルム・インスパイアード・ツーリズム : 映画による観光創出から地域イノベーションまで http://hdl.handle.net/2115/38116 87 
資料編 http://hdl.handle.net/2115/38118 76 
アニメーションと地域振興のあり方について : アニメのファンから地域のファンへ http://hdl.handle.net/2115/34907 76 
情報化社会における自律的観光のあり方に関する研究 : アニメ聖地巡礼者の旅行行動の特質とその課題 http://hdl.handle.net/2115/38233 71 
巻頭言 : CATS叢書刊行に際して http://hdl.handle.net/2115/38110 69 
観光情報革命時代のツーリズム(その 3) : 文化の集散地の可能性 http://hdl.handle.net/2115/35081 49 
近代における温泉地に対する価値観の変容に関する一考察 : 鉄道および国策との関連から http://hdl.handle.net/2115/35608 37 
ホスピタリティ研究における分析枠組みに関する一考察 : ホスピタリティ認知研究とその研究課題について http://hdl.handle.net/2115/34976 33 
観光地における持続可能なボランティア組織の条件 : 北大キャンパスビジットの事例から http://hdl.handle.net/2115/35571 31 
フィルム・インスパイアード・ツーリズム : 映画による観光創出から地域イノベーションまで http://hdl.handle.net/2115/35679 26 
 
付録 2．メディアコンテンツとツーリズム研究文献以外の分析対象文献一覧 
収録リポジトリ 文献タイトル 文献タイプ URL アクセス数 利用傾向 
KURENAI MANGA Kyoto University 図書 http://hdl.handle.net/2433/66065 9,510 M 
KURENAI Induction of Pluripotent Stem Cells from Adult Human Fibroblasts by Defined Factors 雑誌論文 http://hdl.handle.net/2433/49782 3,493 M 
KURENAI 人工股関節全置換術（ＴＨＲ）術後の股関節脱臼について 紀要論文 http://hdl.handle.net/2433/49416 2,905 S 
KURENAI CP-Violation in the Renormalizable Theory of Weak Interaction 雑誌論文 http://hdl.handle.net/2433/66179 2,303 M 
KURENAI ミストCVD法とその酸化亜鉛薄膜成長への応用に関する研究 学位論文 http://hdl.handle.net/2433/57270 1,886 S 
HUSCAP 解剖学実習指針 教材 http://hdl.handle.net/2115/328 7,147 S 
HUSCAP 2004年度グラフ理論講義ノート 教材 http://hdl.handle.net/2115/371 7,058 S 
HUSCAP 自衛隊生徒の発足：1955年の少年兵 雑誌論文 http://hdl.handle.net/2115/626 1,314 S 
HUSCAP Juliet's Acquisition of Independence and Patriarchy in Romeo and Juliet 紀要論文 http://hdl.handle.net/2115/26435 1,078 S 
HUSCAP Amoebae Anticipate Periodic Events 雑誌論文 http://hdl.handle.net/2115/33004 704 M 
Tulips-R 品質賞によるTQM要素展開表モデルとその応用 学位論文 http://hdl.handle.net/2241/5973 2,238 S 
Tulips-R 1994年度 電磁物理学 教材 http://hdl.handle.net/2241/98042 792 S 
Tulips-R 文学と範例性（エグザンプラリテ） デリダの文学観と『千夜一夜』の現代性 学位論文 http://hdl.handle.net/2241/98864 787 S 
Tulips-R タンパク質の失活や凝集を抑制する小分子添加剤 雑誌論文 http://hdl.handle.net/2241/90993 559 S 
Tulips-R 利用者のつながりを創り出すコミュニティ指向型図書館システム 会議予稿 http://hdl.handle.net/2241/98548 558 M 
 
